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研究要旨 
慢性進行型神経ベーチェット病（CPNB）では HLA-B 51 陽性率が 80％以上であり、MHC class 
Ⅰが CPNB の病態形成に関与していると考えられる。一方、これまで MHC class Ⅱに関する報告

はない。今回我々は、CPNB における MHC class Ⅱの関与を検討した。厚労省 BD 診断

基準を見たす急性型神経 BD（ANB）12 人、CPNB15 人、および HLA-B51 陽性で神経症状の既

往がない BD 患者（non-NB）14 人をコントロール群として、計 42 人の日本人 BD 患者を対象

として HLA-DR の遺伝子型を末梢血 PCR 法により測定した。HLA-B51 陽性率は

ANB で 41.7%、CPNB で 86.7%、non-NB で 100%。HLA-DRB1*0901 は ANB で 16.7%、

CPNB で 66.7%、 non-N で 14.3%であった。 CPNB と ANB の比較では

HLA-DRB1*0901 の存在による CPNB の相対危険度（RR）は 2.50 （ p=0.0185）。
CPNB と non-NB の比較では HLA-DRB1*0901 の存在による CPNB の RR は 2.83 
（ p=0.0078）であった。これらの結果より HLA-DRB1*0901 は CPNB で有意に多

く、HLA-B51 と HLA-DRB1*0901 が CPNB の病態形成に関与している可能性が示

唆された。  

 
A. 研究目的 
ベーチェット病（BD）では HLA-B 51 が疾患

感受性遺伝子として知られているが、慢性進行

型神経ベーチェット病（CPNB）では 80％以上

で陽性である。このことから MHC classⅠは
CPNB の病態形成に関与していると考えられ

るが、これまで MHC classⅡに関する報告はな

い。今回我々は、CPNB における MHC classⅡ
の関与を検討した。 
 
B. 研究方法 
厚労省BD診断基準を満たすBD患者で、急性型

神経BD（ANB）12人、CPNB15人、および

HLA-B51陽性で神経症状の既往がないBD患者

（non-NB）14人をコントロール群とし、計42
人の日本人BD患者を対象とした。ANBと

CPNBの診断は厚労省BD研究班の「神経ベーチ

ェット病の診療のガイドライン」により行った。

HLA-DRの遺伝子型を末梢血のPCR法により測

定した。 
 
C. 研究結果 
HLA-B51 陽性率は ANB で 41.7%（5/12)、
CPNB で 86.7%（13/15）、non-NB で 100%
（14/14）。（Table 2）。  
HLA-DRB1*0901 は ANB で 16.7%、CPNB で

66.7%、non-N で 14.3%であった（Table 3）。 
CPNB と ANB の比較では HLA-DRB1*0901
の存在による CPNB の相対危険度（RR）は
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2.50 （p=0.0185）、Odds 比は 10.0（95％信頼

区間（CI）：1.557-64.23）。  
CPNBと non-NBの比較ではHLA-DRB1*0901
の 存 在 に よ る CPNB の RR は 2.83 
（ p=0.0078）、Odds 比は 12.0（ 95% CI: 
1.901-75.75）であった。 
 
D 考察 
CPNB では HLA-DRB1*0901 の関与が明らか

になったことから、ある種の外来抗原がHLA 
class Ⅱを介して ヘルパー T 細胞を活性化

し、髄液中の IL-6 産生に関与している可能

性が考えられる。MHC class Ⅱも病態に強く

関与している可能性があり、未知の自己抗体

が CPNB に存在する可能性も考えられる。 
 
E. 結論 
これらの結果より HLA-DRB1*0901 は CPNB と

有意に関連し、HLA-B51 と HLA-DRB1*0901
が CPNB の病態形成、おそらくは髄液 IL-6 産

生機序にも関与している可能性が示唆された。 
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